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繊維問屋街研究体 

 
公益社団法人日本都市計画学会関西支部「都市計画研究会」研究支援 最終報告 

 
　日本都市計画学会関西支部「都市計画研究会」研究支援「繊維問屋街研究体」の2025年度の活動として下記の活動
を行いました。 
 

1.​ 2025年4月8日　岐阜駅前繊維問屋街のフィールドワーク（建物３Dスキャン） 
2.​ 2025年7月5日〜8月5日　ハートフルスクエアーGでの展示「岐阜駅前繊維問屋街博物館　駅でめぐる、1945

から2025。」を開催 
3.​ 2025年7月21日　岐阜市生涯学習センターにて講座「岐阜駅前繊維問屋街の形成史-戦後を生きた人とまち-

」を開催 
4.​ 2025年7月27日　岐阜駅前繊維問屋街のフィールドワーク 
5.​ 2025年8月10・11日　展示設営（下記7）と岐阜駅前繊維問屋街のフィールドワーク 
6.​ 2025年8月11日〜9月24日　みんなの森ぎふメディアコスモスにて展示「写真でのぞく岐阜駅前繊維問屋街」

を開催 
7.​ 2025年9月5日　岐阜市立中央図書館主催「おとなの夜学」にて講演「【第55夜】最新研究報告　ハルピン街か

ら繊維問屋街まで　続 その時、岐阜が動いた」に登壇 
8.​ 2025年10月26日　岐阜駅前繊維問屋街研究と同時代の都市形成に関する研究報告をしていただく研究会

「昭和期市街地形成史研究会」をオンライン開催。 
a.​ 吉田瑠那（愛知県立大学大学院 国際文化研究科日本文化専攻）「戦後復興事業を契機としたマー

ケットの組織化 ―岡山市・小樽市を事例に―」 
b.​ 八木つきの（神奈川大学大学院 歴史民俗資料学研究科歴史民俗資料学専攻）「「ヤミ市」と「ヤミ市

の系譜を継ぐ商いの場」で営まれる交易」 
9.​ 2025年12月7日　まち歩きツアー開催 

 
　研究支援期間全体（2024・25年度）では査読論文２編を公開し、近現代都市史・都市計画史研究を地域の人々へ伝
える活動として、まち歩きツアー４回、建物公開イベント１回、トークライブ・講演３回、展覧会４回を実施しました。 
 
　査読論文 

●​ 清山陽平, 石榑督和, 荒木菜見子, 和田蕗「通行空間の不整に着目した戦後産業集積地の形成における計画
性の階調 JR岐阜駅前繊維問屋街を事例に」『都市計画論文集』60(3), 1782-1789, 2025年10月　
https://doi.org/10.11361/journalcpij.60.1782 

●​ 石榑督和, 荒木菜見子, 清山陽平, 和田蕗「戦後復興期の岐阜駅北側における引揚者を中心とした都市組織
の形成 「大ハルピン街住宅」と「厚生住宅」の復原的考察を通じて」『日本建築学会計画系論文集』91(840), 
512-523, 2026年2月　https://doi.org/10.3130/aija.91.512 

 
　活動 

●​ まち歩きツアーイベント　４回開催　計75人が参加 
●​ 建物公開イベント　１回開催で４つの建物を公開　計30人が参加 
●​ トークライブ　１回開催　計50人が参加 
●​ 生涯学習センターにて講演　１回開催　80人が参加 
●​ みんなの森ぎふメディアコスモス２階岐阜市立中央図書館シビックプライドライブラリーにて講演　１回開催　会

場＋オンラインで90人が参加 
●​ １週間開催の展覧会　約400人が来場　地元問屋街の方々、行政（岐阜市長、岐阜市経済部部長ほか）、引揚

者の子孫など多くの方にきていただいた。

https://www.kwansei.ac.jp/s_architecture/news/detail/20241212_ishigure_gihu 
●​ ２ヶ月半無人で展覧会を開催。来場者数は不明。https://www.gifu-mirai.org/home/news/3022/ 
●​ 岐阜市生涯学習センターと岐阜市立図書館分館の依頼でハートフルスクエアーGで展示開催。来場者数は不

明。https://www.instagram.com/p/DMe-QvNTY1G/ 
●​ みんなの森ぎふメディアコスモス２階岐阜市立中央図書館シビックプライドライブラリーにて展示開催。来場者

数は不明。https://g-mediacosmos.jp/lib/event/2025/08/post_888.html 

https://doi.org/10.11361/journalcpij.60.1782
https://doi.org/10.3130/aija.91.512
https://www.kwansei.ac.jp/s_architecture/news/detail/20241212_ishigure_gihu
https://www.gifu-mirai.org/home/news/3022/
https://www.instagram.com/p/DMe-QvNTY1G/
https://g-mediacosmos.jp/lib/event/2025/08/post_888.html


公益社団法人日本都市計画学会関西支部「都市計画研究会」研究支援2024・2025年度 
繊維問屋街研究体　最終報告

繊維問屋街研究体、 
何を？ 
何で？ 

やってるの？
石榑督和｜関西学院大学建築学部准教授） 
清山陽平｜京都大学大学院工学研究科建築学専攻助教 
荒木菜見子｜米子工業高等専門学校総合工学科建築デザイン部門講師 
和田蕗｜岐阜工業高等専門学校建築学科助教
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は隆盛を極めた。その後、産業的には急激な衰退を迎えた
ため、建物の多くが現在まで建て替えられることなく残っ
ている。 
　こうした地区の中心部が再開発され、2025年度着工で
ツインタワーへと置き換わる。本研究はこうした今取り組
むことが重要な文脈に並走し、地域空間が物的に残る最終
年度に調査を行い、未来へとその記録を繋ぎ、市民が都市
空間を体験するプログラムを提供する。近現代都市計画史
研究とまちづくりを連続的に展開する研究プロジェクトで
ある。

研究の課題および目的

　本研究は、岐阜駅前において既製服の製造卸業者の店舗
併用住宅および共販所が集合したエリアとして形成が進ん
だ繊維問屋街（下図の東部地区・中部地区・西部地区）と、
関連業者の店舗併用住宅が集積した周辺地区（下地の日ノ
本町・西問屋町）を対象に、建物の実測調査と、戦災復興
土地区画整理事業の換地を分析することで、形成過程を都
市史・都市計画史として明らかにすることを第１の目的と
する。さらにそうして得た知見を郷土史として地域に還元
するために、まち歩きツアー、問屋街の建物公開イベン
ト、都市空間での展覧会を実施することを第２の目的とす
る。 
　本研究が対象とする岐阜駅前繊維問屋街とその周辺地区
の形成過程の特徴は次の点である。すなわち戦前は大規模
工場と製材所および材木置き場であったエリアが空襲を受
けたが、戦後は工場が再建されず、引揚者集団が駅前に建
設したハルピン街での衣服の販売が契機となって、国内屈
指の既製服の製造卸売業者の集積地として形成が進み、周
辺にもそれを支える関連業者の店舗および工場、住居の形
成が進んだことである。空襲を前後して、大きく性質の異
なる都市空間の形成が進んだ。こうした空間は戦後復興期
から高度成長期に建設され、バブル期まで全国あるいは東
アジアから問屋が買い付けに来る繊維のまちとして、岐阜
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まち歩きツアー

2024・2025年度

きっかけをくださったのは出村先生（岐阜大学）

戦後都市ロマンにとり憑かれた都市史研究者たちと歩く 
ハルピン街から繊維問屋街へ、まちに浸る ４回開催して計75人ほどが参加
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建物公開と問屋街の家族の生業と人生を聴く

2024年

戦後都市ロマンに取り憑かれた都市史研究者たちと聴く 
ハルピン街から問屋町へ、激動の時代を生きた猛者たちの人生

計30人が参加
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TEAM酷道との問屋街の共販所でのトークライブ

2024年2024年

繊維問屋街、柳ヶ瀬、赤線…岐阜のビンテージを感じるトークライブ！ 
TEAM酷道×繊維問屋街研究体　合流せよ！

計50人が参加
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岐阜駅前繊維問屋街博物館 2024年
１週間で400人弱が来場

2024年12月21～27日に開催 
巡回：ロイヤル劇場ホール→ハートフルスクエアG 
写真・映像展示：岐阜市立中央図書館シビックプライドライブラリー

6

この頃から地元のテレビにも取り上げていただいた 
岐阜放送「めっちゃまちづくり」 

NHK岐阜 ニュース 
NHK岐阜「探訪 岐阜ヴィンテージ遺構」

岐阜駅前繊維問屋街博物館 2024年
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岐阜駅前繊維問屋街博物館 2025年

2025年1月4日～3月8日 
＠ロイヤル劇場ホール
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岐阜駅前繊維問屋街博物館 
駅でめぐる、1945から2025。

2025年

2025年7月5日～8月5日 
＠ハートフルスクエアGにて［岐阜市生涯学習センター＋岐阜市立図書館分館の依頼］
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写真でのぞく岐阜駅前繊維問屋街 2025年

2025年8月11日～9月24日 
＠みんなの森ぎふメディアコスモス 岐阜市立中央図書館シビックプライドライブラリー
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岐阜市立中央図書館にて 
おとなの夜学【第55夜】最新研究報告 

ハルピン街から繊維問屋街まで 
続 その時、岐阜が動いた 

を開催

2025年9月5日 
＠みんなの森ぎふメディアコスモス
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2025年10月26日オンライン研究会開催 

岐阜駅前繊維問屋街研究と同時代の都市形成に関する研究報告をしていただく研究会「昭和期市街地形
成史研究会」をオンライン開催。２名に研究報告をいただいた。 

吉田瑠那（愛知県立大学大学院 国際文化研究科日本文化専攻） 
「戦後復興事業を契機としたマーケットの組織化 ―岡山市・小樽市を事例に―」 

八木つきの（神奈川大学大学院 歴史民俗資料学研究科歴史民俗資料学専攻） 
「「ヤミ市」と「ヤミ市の系譜を継ぐ商いの場」で営まれる交易」 
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繊維問屋街研究体、 
何を？ 
何で？ 

やってるの？
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郷土史を描きながら、 
どうやって、 
それを生きたまま今を生きる人へ 
伝えるか
人間がつくりあげた手触りのある 

風景、建物、都市空間は 
記憶装置です
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郷土史を描きながら、 
どうやって、 
それを生きたまま今を生きる人へ 
伝えるか
岐阜駅前繊維問屋街の空間史は 

岐阜の人にとって 
郷土史であり、家族史でもある
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駅前はシャッター街と言われる
人間が関わる場所の持続には 

なんらかの 
メンテナンスあるいは更新が必要 

その前に使い倒すことも重要 
しばらくの未来と、 

その先の岐阜駅前を考える
16
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